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様式３ 

 

審 議（会 議） 結 果 

 

 次の審議会等を下記のとおり開催した。 

審 議 会 等 名 称 神奈川県災害医療対策会議 

開 催 日 時 令和７年３月 11 日（火）18：00～19：00 

開 催 場 所 ZOOM・神奈川県総合医療会館（横浜市中区富士見町３－１） 

（ 役 職 名 ） 

出 席 者 

恵比須 享（神奈川県医師会副会長）【会長】 

田村 哲郎（神奈川県医師会理事（神奈川県災害医療コーディネーター）） 

三角 隆彦（神奈川県病院協会常任理事） 

神部 哲哉（神奈川県歯科医師会常務理事） 

後藤 知良（神奈川県薬剤師会副会長） 

門根 道枝（神奈川県看護協会専務理事） 

久保田 毅（神奈川県医師会理事（神奈川県災害医療コーディネーター）） 

竹内 一郎（横浜市立大学救急医学主任教授（神奈川県災害医療コーデ

ィネーター））【副会長】 

丸橋 孝昭（北里大学救命救急・災害医療センター講師（原子力災害医療

ネットワーク会議）） 

海野 信也（独立行政法人地域医療機能推進機構相模野病院・周産期母

子医療センター顧問・北里大学名誉教授（神奈川県災害時小児周産期リ

エゾン）） 

石郷岡 清（日本赤十字社神奈川県支部事業部救護課長） 

長谷川 堤司（第三管区海上保安本部警備救難部環境防災課長） 

鈴木 健二（神奈川県警察本部警備部危機管理対策課長） 

（代理 危機管理対策課即応対策チーム 出口 勝栄） 

望月 廣太郎（神奈川県消防長会会長（川崎市消防局長）） 

（代理 警防部救急課長 近藤 秀樹） 

鈴木 健（横浜市医療局地域医療部救急・災害医療課長） 

（代理 担当係長 勝俣 志郎） 

橘 宏明（川崎市健康福祉局保健医療政策部災害医療対策担当課長） 

小野 欽也（川崎市健康福祉局保健医療政策部 DMAT 調整担当・担当課長） 

井上 美紀（相模原市健康福祉局保健衛生部医療政策担当部長兼医療政

策課長） 

出石 珠美（横須賀市民生局健康部保健所企画課健康危機管理担当課長） 

串田 晃彦（藤沢市健康医療部地域医療推進課参事） 

臼井 高之（茅ヶ崎市保健所地域保健課長） 

小上馬 雅行（神奈川県都市衛生行政協議会代表（逗子市福祉部国保健

康課 課長）） 

天利 聡子（神奈川県町村保健衛生連絡協議会代表（清川村子育て健康
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福祉課 課長）） 

（代理 副主幹 井手尾 利江） 

次回開催予定日 未定 

問 い 合 わ せ 先 

健康医療局保健医療部健康危機・感染症対策課 

災害医療グループ 奈良 

電話番号 ０４５（２１０）４６３４  (直通) 

ファックス番号 ０４５（６３３）３７７０ 

会 議 の 議 事 

 

１ 開会 

２ 会長・副会長の選任 

３ 議事 

（１）議題 

ア 災害拠点病院の新規指定 

（２）報告事項 

ア 神奈川県保健医療救護計画の改定 

イ 令和６年度大規模地震時医療活動訓練の報告 

ウ 令和６年度事業報告と令和７年度年間スケジュール 

４ その他 

５ 閉会 

 

◆１ 開会 

○ 山崎医務担当部長 

・ 皆さんご存知の通り、今日３月 11 日は 14 年前に東日本大震災が発

生した日です。当時、神奈川県内の皆様には多大なるご協力をいただ

き、ありがとうございます。 

・ 今日の神奈川県災害医療対策会議では、今年改定する災害時の保健

医療救護計画についてのご報告や、新規の災害拠点病院のことに関し

てのご報告等もあります。ぜひ皆様に活発にご議論いただければと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 

◆２ 会長・副会長の選任 

●事務局 

・ 今回は改選後初めての会議となります。会長を選任するまでは事務

局で進行をします。 

・ 当会議の会長・副会長の選任について、事務局の案としては、会長は

県医師会副会長の恵比須先生、副会長は神奈川県災害医療コーディネ

ーター会議会長の竹内先生にお願いしたいと考えております。皆様い

かがでしょうか。 

 

＜異議なし。了解のリアクション。＞ 

 

・ それでは議事に入る前に、恵比須会長、竹内副会長から、それぞれ一
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言ご挨拶いただければと思います。 

 

 

○恵比須会長 

・ 神奈川県医師会災害医療担当副会長の恵比須です。本日は３月 11 日

ということで、また新たに皆様と一緒に気持ちを引き締め、今後必ず

や起こる災害に備えるべく、本日の会議も進行していきたいと思って

おります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○竹内副会長 

・ 横浜市大救急医学の竹内です。私の立場としては県の災害医療コー

ディネーターであり、統括ＤＭＡＴでもあるので、災害が発生したら

ＤＭＡＴとしての関わりもあります。実際に神奈川県が発災したり、

或いは去年の能登半島地震のように支援を出す側になったりした際

に、コーディネーターやＤＭＡＴの方々が、県庁の中で、県内の市町

村、医師会とか大学、病院等と連携をすることが厚労省の通知でもオ

ーソドックスな形として示されています。 

・ 恵比須先生の話にもありましたように、神奈川でも大きな災害が起

きるおそれがありますので、その時のために、一緒に災害体制の構築

ができればと考えています。よろしくお願いいたします。 

 

●事務局 

・ それでは恵比須会長、これより議事の進行をよろしくお願いいたし

ます。 

 

◆３ 議事 

○恵比須会長 

・ 皆様、この会議は大規模災害発生時の、医療救護体制につきまして、

関係機関の皆様と災害時の医療救護のあり方を討議していただく重要

な機会でございます。皆様から忌憚のないご意見をいただきながら進

めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

・ それではこれより議事に入らせていただきます。まず、議題ア「災害

拠点病院の新規指定」について、事務局から説明をお願いします。 

 

●事務局 

・ 議題ア「災害拠点病院の新規指定」について説明 

 

○恵比須会長 

・ はい、説明ありがとうございました。ただいまの議題につきまして委

員の皆様、ご意見やご質問等ございましたらお願いいたします。 
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○竹内副会長 

・ 災害医療コーディネーター会議側から１点補足よろしいでしょうか。 

・ 災害拠点病院の指定は県の医療審議会などの決定を経ますが、災害

医療コーディネーター会議では拠点病院として指定しただけで終わら

ず、実効性を持って災害に備えているか等のチェック機能が必要とい

うことで、３年前から、チェック項目や内容を議論してきました。試行

を経て、令和５年度から、実際に県内の 35 災害拠点病院をチェックす

ることを始めており、より災害時に実効性を持った態勢を病院に持っ

てもらうようサポートしていくことになっています。 

・ この新しい横須賀市立総合医療センターが災害拠点病院になっても、

特に三浦半島で災害が起きた際に対応できる体制をとっているか、あ

るいは能登半島地震のように他地域で災害が起きた時に派遣を出せる

かどうか等、災害医療コーディネーター会議が中心になって、実効性

を持って動けるかどうか、引き続きしっかり見ていきたいと思います。 

 

○恵比須会長 

・ 補足説明ありがとうございました。その他、委員の皆様からご意見、

ご質問ございますでしょうか。 

 

＜発言なし＞ 

 

・ 他にご意見、ご質問がないようですので、先ほどの竹内副会長の補足

説明も踏まえ、事務局からの説明の通り、災害拠点病院として指定す

る方針について当会議として承認してよろしいでしょうか。 

 

＜各委員うなずく。了解のリアクション＞ 

 

・ ありがとうございます。異議がないようですので、承認することとし

ます。 

・ それでは、次に報告事項に移ります。まず、報告事項ア「神奈川県保

健医療救護計画の改定」について、事務局から報告をお願いします。 

 

●事務局：報告事項ア「神奈川県保健医療救護計画の改定」について説明 

 

○恵比須会長 

・ 説明ありがとうございました。それでは委員の皆様、ただいまの内容

につきまして、ご意見やご質問等ございましたらお願いいたします。 

 

＜発言なし＞ 

 

・ それでは続きまして、報告事項イ「令和６年度大規模地震時医療活動
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訓練の報告」について、事務局から説明をお願いします。 

 

●事務局：報告事項イ「令和６年度大規模地震時医療活動訓練の報告」に

ついて説明 

 

○恵比須会長 

・ 説明ありがとうございました。ただいまの報告事項について、災害医

療コーディネーター会議会長の竹内先生から補足等がございましたら

お願いしたいと思います。 

 

○竹内副会長 

・ 神奈川県の特徴であり、かつ難しい点は政令指定都市が３市あるこ

とだと思います。災害が起きた際にＤＭＡＴは県へ行くというスキー

ムになっているなか、熊本地震の際には政令市の熊本市と熊本県の役

割分担が日本ＤＭＡＴの中でも課題になっていました。 

・ そんな中、370 万人を超える横浜、150 万人の川崎、70 万人を超える

相模原と県で３つの政令指定都市があるのは神奈川県だけなうえ、政

令市以外にも 400 万人近い人口が県西部中心にあります。どこまで役

割分担するのか、県庁と政令指定都市との連携や分業などの調整が非

常に難しいと考えています。 

・ 県の医師会と市の医師会との連携など、同様のことが共通すると思

いますので、なかなか答えをすぐ出せる問題ではないですが、この役

割分担の問題は、今日全国的にも注目されていると認識しています。

先週の日本災害医学会でも、政令指定都市のある地方の参加者から横

浜市がどう動くか注目している、というような発言もありましたので、

いざという時にどこまで役割分担するのかを考える必要がより現実化

していると思うところです。 

 

○恵比須会長 

・ 竹内先生ありがとうございました。それでは委員の皆様、ただいまの

内容につきまして、他にご意見やご質問等ございましたらお願いいた

します。 

 

＜発言なし＞ 

 

・ それでは続きまして、報告事項ウ「令和６年度事業報告・令和７年度

年間スケジュール」について、事務局から説明をお願いします。 

 

●事務局：議題「令和６年度事業報告・令和７年度年間スケジュール」に

ついて説明 
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○恵比須会長 

・ 説明ありがとうございました。それでは委員の皆様、ただいまの内容

につきまして、ご意見やご質問等ございましたらお願いいたします。 

 

＜発言なし＞ 

 

◆次第４ その他 

○恵比須会長 

・ 本日予定しておりました議題は以上ですが、その他、何か意見やご質

問ございますでしょうか。 

 

＜発言なし＞ 

 

・ それではこれで議題は全て終わりましたので、進行を事務局にお返

しいたします。 

 

◆次第５ 閉会 

○事務局 

・ 委員の皆様、長時間にわたりましてご参加くださり、本当にありがと

うございました。 事務局としては、県の災害医療体制の充実に一層

努めて参りたいと思いますので、今後とも皆様のご指導ご鞭撻のほど、

どうぞよろしくお願いいたします。 

・ それではこれをもちまして会議を終了いたします。本日は誠にお疲

れ様でした。 

 

以上 

 

会 議 資 料   

資料１ 災害拠点病院の新規指定 

資料２  神奈川県保健医療救護計画の改定 

資料３ 令和６年度大規模地震時医療活動訓練の報告 

資料４ 令和６年度事業報告と令和７年度年間スケジュール 

参考資料 神奈川県災害時保健医療救護計画（案） 

 


